
トンネル覆工調査システム

FOCUSα-T
Fine Optical Crack Survey System for Tunnel by Alpha-product

静止画撮影方式（静止画撮影方式（静止画撮影方式（静止画撮影方式（精度精度精度精度0.20.20.20.2ｍｍ）ｍｍ）ｍｍ）ｍｍ）

連写撮影方式（連写撮影方式（連写撮影方式（連写撮影方式（精度精度精度精度0.50.50.50.5ｍｍ）ｍｍ）ｍｍ）ｍｍ）



適用例② (国土交通省技術公募）

テーマ：「道路トンネルの覆工コンクリートのうき・はく離を検知する新技術」

選定会社名選定会社名選定会社名選定会社名 新技術名新技術名新技術名新技術名

富士通特機システム(株) 走行式トンネル壁面うき・はく離疑義箇所点検システム

清水建設(株) ＨＩＶＩＤＡＳ（ヒビダス）

(株)アルファ・プロダクト 画像から自動抽出したクラック分析による浮き・剥離の検知

パシフィックコンサルタンツ(株)

計測検査(株)
走行型高速３Ｄトンネル点検システム MIMM（ミーム）

オリエンタルコンサルタンツ

(株)大林組
遠隔計測技術を活用した覆工コンクリートのうき・はく離検査



①設定精度0.2ｍｍに合わせて撮影する。

Nikon D7100/２４１０万画素→6,000×4,000ピクセル

撮影範囲→6,000×0.2mm、4,000×0.2mm＝1.2ｍ×0.8ｍ/1ピクセル：0.2mm

②精度を確保するためにレーザーポインターを使用し、静止状態で撮影する。

・①の撮影範囲をレーザーポインターで照射して撮影する。

・走行撮影は、時速30ｋｍでも１秒間に約8.3ｍ進むので、1/5000秒のシャッターでも、

その間に約1.66ｍｍの移動があり、精度が確保できないので、静止状態で撮影する。

今回のトンネル試行では、１５台のカメラで全周を撮影、７０cm進んで停止して撮影というパ

ターンを繰り返し、撮影速度は１時間に50～70ｍである。

（照明４基４４万ルーメン、ASA感度３２００、絞りF8以上、シャッター速度1/500秒以上）

デジタルカメラデジタルカメラデジタルカメラデジタルカメラ 画素画素画素画素 抽出精度抽出精度抽出精度抽出精度 撮影範囲撮影範囲撮影範囲撮影範囲 データサイズデータサイズデータサイズデータサイズ

1620万画素 4928×3280 0.2mm 0.98m×0.65m 7.9MB

2410万画素 6000×4000 0.2mm 1.2m×0.8m 12MB

3680万画素 7360×4912 0.2mm 1.47m×0.98m 16.3MB

今回適用今回適用今回適用今回適用

撮影方法




